
653

第 136 号

1－ －

第136号

平成22年２月25日

編集・発行

中央区立   京橋図書館
東京都中央区築地1-1 -1
電 話　3543－₉₀₂₅
刊行物登録番号 21 -033

「
変
り
ゆ
く
都
市
像
」
⒂

　
　
　
　

 

《
や
さ
し
い
経
済
学
》

◇
資
本
主
義
は
い
つ
か
ら
？

　

こ
の
号
は
前
号
に
引
き
続
き
◇
古
代
日

本
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
か
ら
書
き
始
め
る
予
定

だ
っ
た
が
、
昨
年
の
暮
れ
も
押
し
迫
っ
た

12
月
下
旬
、《
や
さ
し
い
経
済
学
―
「
社
会

科
学
」
で
今
を
読
み
解
く
》
と
い
う
表
題

で
、「
日
本
経
済
と
市
場
主
義
」
と
い
う
論

説
が
「
日
本
経
済
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
た

（
09
・
12
・
21
～
31
に
九
回
）。
書
き
手
は

寺
西
重
郎
氏
（
日
本
大
学
教
授　

経
済
学

者
・
金
融
史
）
で
あ
る
。

　

そ
の
論
説
の
冒
頭
は
次
の
言
葉
か
ら
始

ま
る
。
す
な
わ
ち
「
市
場
と
は
、
資
本
主

義
の
根
幹
を
成
す
制
度
の
一
つ
で
あ 

る
…
」

　

こ
の
私
に
と
っ
て
は
違
和
感
に
満
ち
た

［
市
場
］
を
定
義
し
た
《
こ
と
ば
》
は
、
寺

西
氏
の
い
う
資
本
主
義
と
は
西
欧
の
十
八

世
紀
後
半
に
成
立
し
た
『
国
富
論
』（
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
著
、
一
七
七
六
年
）
以
後
の

概
念
で
あ
ろ
う
と
推
察
で
き
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、こ
れ
ま
で
に
こ
の「
変

り
ゆ
く
都
市
像
」
の
連
載
を
通
じ
て
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
紹
介
し
て
き

た
市
場
、
古
く
は
日
本
と
い
う

国
の
成
立
以
前
の
市
場
か
ら
、

ご
く
最
近
の
公
設
青
果
市
場
の

あ
り
方
ま
で
の
「
い
ち
ば
種
々

相
」
の
ス
ケ
ッ
チ
で
明
ら
か
に

し
て
き
た
事
柄
、
つ
ま
り
「
時

代
と
と
も
に
市
場
は
変
化
す

る
」
と
い
う
事
実
の
確
認
の
仕

方
か
ら
見
れ
ば
、
前
記
の
よ
う

に
論
説
の
最
初
か
ら
「
市
場
と
は
、
資
本

主
義
の
根
幹
を
成
す
制
度
の
一
つ
」
と
い

う
表
現
の
仕
方
は
、
著
し
く
短
絡
的
な
言

い
回
し
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
市

場
と
は
資
本
主
義
社
会
に
固
有
な
制
度
だ

と
誤
解
さ
れ
か
ね
な
い
表
現
な
の
で
あ

る
。

　

こ
こ
で
い
わ
ゆ
る
経
済
学
の
枠
か
ら
少

し
離
れ
て
、
一
五
九
六
年
（
慶
長
元
年
）

こ
ろ
に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
シ
ェ
ー
ク

ス
ピ
ァ
の
四
大
戯
曲
の
一
つ
『
ベ
ニ
ス
の

商
人
』
の
場
合
を
見
る
と
、
そ
の
あ
ら
す

じ
は
高
利
貸
の
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
の
、
利
息

の
取
立
て
を
め
ぐ
る
法
廷
闘
争
劇
で
あ

る
。
こ
の
時
点
で
さ
す
が
西
欧
中
世
の
代

表
的
な
都
市
国
家
だ
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
ベ

ニ
ス
（「
ベ
ネ
ツ
ィ
ア
」
と
も
表
記
）
で
は

高
利
貸
＝
金
融
業
の
存
在
が
際
立
っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

◇
日
本
の
場
合

　

一
方
わ
が
国
の
場
合
は
こ
の
連
載
の
第

一
回
に
述
べ
た
「
オ
ラ
ン
ダ
西
鶴
」
の
場

合
は
、『
日に
っ

本ぽ
ん

永え
い

代た
い

蔵く
ら

』（
元
禄
元
年
＝
一

六
八
八
年
刊
）
を
は
じ
め
、
そ
の
死
後
刊

行
さ
れ
た
『
西さ
い

鶴か
く

織お
り

留ど
め

』（
元
禄
七
年
刊
）

な
ど
に
、「
金か
ね

が
金か
ね

を
呼
ぶ
世
の
中
」、
つ

東京工業品取引所
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ま
り
資
本
が
利
息
を
産
む
実
態
を
克
明

に
描
写
し
て
い
る
。

　

そ
の
金
融
業
の
成
立
の
条
件
の
一
つ

で
あ
る
貨
幣
制
度
は
ベ
ニ
ス
に
限
ら

ず
、
日
本
で
は
奈
良
時
代
の
「
和わ

同ど
う

開か
い

珎ち
ん

」
鋳
造
以
来
、
そ
の
存
在
が
知
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
貨
幣
は
銅
貨
だ
け
で

は
な
く
銀
貨
も
つ
く
ら
れ
て
い
て
、
そ

れ
が
中
国
か
ら
逆
輸
入
さ
れ
て
も
い

る
。

　

そ
れ
以
後
の
戦
国
時
代
末
期
ま
で
の

貨
幣
制
度
変
遷
史
は
こ
こ
で
は
省
略
す

る
が
、
近
世
「
資
本
主
義
」
の
象
徴
的

事
柄
と
し
て
、
徳
川
家
康
は
豊
臣
秀
吉

の
生
存
中
の
文
禄
二
（
一
五
九
三
）
年

に
「
自
領
限
り
通
用
」
の
金
貨
と
し
て

武
蔵
墨ぼ
く

書し
ょ

小
判
の
鋳
造
許
可
を
求
め
て

実
現
さ
せ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
徳
川
幕
府
と
い
う
中
央
政

権
の
確
立（
慶
長
八
年
＝
一
六
〇
三
年
）

よ
り
二
年
前
（
慶
長
六
年
）
に
家
康
は
、

実
子
の
後
藤
庄
三
郎
光
次
を
江
戸
日
本

橋
の
金
座
の
責
任
者
に
任
命
し
て
金
貨

の
鋳
造
に
当
た
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
「
天
下
分

け
目
」
の
大
戦
争
に
は
、
財
政
的
な
裏

打
ち
が
な
け
れ
ば
戦
え
な
く
な
っ
て
い

た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
も
あ
る
。

　

つ
ま
り
幕
府
と
い
う
名
目
を
取
得
す

る
以
前
に
、
た
と
え
自
領
限
り
だ
と
は

い
え
、
地
域
の
特
質
を
反
映
さ
せ
た
金

貨
の
貨
幣
鋳
造
権
を
確
立
さ
せ
る
こ
と

が
、
天て
ん

下か

人び
と

に
な
る
た
め
の
必
須
の
条

件
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
近
世
初
頭
の
、
い
い
か
え
る
と

徳
川
幕
府
成
立
当
時
の
貨
幣
制
度
を
概

観
す
る
と
、
金
・
銀
・
銭
の
三
貨
制
を

と
っ
た
。
そ
れ
は
大
き
く
は
西
日
本
地

域
（
豊
臣
の
勢
力
範
囲
お
よ
び
海
外
貿

易
基
地
の
成
立
地
域
）
に
お
け
る
銀
本

位
制
に
対
す
る
、
徳
川
の
本
拠
が
あ
る

東
日
本
の
金
本
位
制
と
い
う
、
地
理
的

特
性
を
反
映
さ
せ
た
貨
幣
制
度
を
つ
く

り
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
、
中
世
か
ら
の

銭
本
位
制
を
絡
ま
せ
た
。
そ
し
て
こ
の

三
貨
の
相
互
に
互
換
性
（
両
替
）
を
認

め
た
。
そ
れ
は
貨
幣
制
度
上
の
天
下
統

一
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
日
本
列
島
規
模
の
交
通
路
が

武
力
に
よ
り
成
立
し
た
こ
と
と
、
そ
の

必
然
的
な
結
果
と
し
て
、
東
西
各
地
域

相
互
間
の
経
済
的
交
流
が
確
立
す
る

と
、各
地
域
の
商
品
の
特
徴
を
は
じ
め
、

気
候
差
、
輸
送
手
段
で
あ
る
貿
易
風
や

海
流
な
ど
の
条
件
が
変
化
す
る
地
域
ご

と
に
、
日
本
列
島
の
い
た
る
と
こ
ろ
に

「
市い
ち

」
が
立
ち
、
多
彩
な
相
場
が
建
て
ら

れ
た
。

　

そ
れ
は
商
品
だ
け
で
は
な
く
、
例
え

ば
「
天
下
普
請
」
の
築
城
な
ど
の
労
働

力
の
売
買
や
、
築
城
技
術
の
伝
播
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
行
為
に
対
し
て
も
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
即
し
た
相
場
が
立
ち
、
そ

れ
に
と
も
な
っ
て
三
種
類
の
「
貨
幣
」

の
流
通
も
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か

も
こ
の
「
貨
幣
」
は
現
金
・
銀
だ
け
で

は
な
く
、
為
替
（
小
切
手
）
も
発
行
さ

れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
貨
幣
状
況
は
四
百
年
後

の
現
在
の
経
済
諸
制
度
、
つ
ま
り
《
資

本
主
義
》
社
会
の
あ
り
方
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
り
が
な
い
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し

I
T
機
器
の
登
場
に
よ
っ
て
実
務
的
に

は
大
変
化
し
て
い
る
こ
と
は
断
る
ま
で

も
な
い
。

　

再
び
《
や
さ
し
い
経
済
学
》
の
「
市

場
と
は
、
資
本
主
義
の
根
幹
を
成
す
制

度
の
一
つ
で
あ
る
…
」
と
い
う
《
こ
と

ば
》
に
こ
だ
わ
れ
ば
、
徳
川
家
康
時
代

に
成
立
し
た
三
貨
制
（
広
範
な
市
場
活

動
の
一
端
）
に
限
っ
て
も
、
西
欧
近
代

経
済
学
の
お
墨
付
き
が
な
い
か
ら
「
資

本
主
義
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
か
。

　

注　

和
同
開
珎
の
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン

　

�　

手
元
に
銀
製
で
和
同
開
珎
の
仿ぼ
う

製せ
い

を
あ
し
ら
っ
た
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
と
い

う
よ
り
も
ネ
ク
タ
イ
止
め
が
あ
る
。

裏
面
に
は
上
か
ら
「
中
華
人
民
共
和

国　

1
9
7
3
」、王
冠
型
の
刻
印
に

続
い
てSILV

ER

。
下
部
に
「
出
土

文
物
展
開
催
記
念
」
の
文
字
が
浮
か

ぶ
。
さ
ら
に
ネ
ク
タ
イ
を
挟
む
金
具

に
もSILV

ER

と
刻
印
が
あ
る
。
日

本
の
昭
和
四
十
八
年
に
上
野
の
国
立

博
物
館
で
記
念
に
買
っ
た
も
の
で
あ

る
。

　

�　

こ
れ
よ
り
少
し
前
に
湖
南
省
長
沙

郊
外
の
馬
王
堆
で
高
官
夫
人
の
ミ
イ

ラ
が
発
見
さ
れ
た
と
き
、
同
時
に
こ

の
銀
貨
も
発
掘
さ
れ
、
そ
れ
を
も
と

に
鋳
造
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
色
鮮

や
か
な
副
葬
品
や
絹
織
物
の
本
場
ら

し
く
各
種
の
紗
の
色
や
形
が
い
ま
だ

に
鮮
や
か
に
ま
ぶ
た
の
裏
に
浮
か

ぶ
。
こ
の
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
は
銅
貨
で

は
な
い
仿
製
銀
貨
の
和
同
開
珎
の

《
里
帰
り
》
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

◇
《
最
近
の
経
済
学
》

　

は
な
し
は
今
年
の
１
月
11
日
の
こ
と

に
な
る
。
鳩
山
首
相
は
都
内
の
書
店
で

「「
新
し
い
資
本
主
義
」（
原
丈
人
著
）、

「
フ
ラ
ッ
ト
化
す
る
世
界
」（
ト
ー
マ
ス
・
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フ
リ
ー
ド
マ
ン
著
）
な
ど
28
冊
（
計
約

５
万
円
）
の
書
籍
を
購
入
し
、
記
者
団

の
質
問
に
答
え
て
「
資
本
主
義
も
新
し

い
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を

日
本
の
風
土
に
ど
う
生
か
す
か
勉
強
し

た
い
と
思
っ
て
購
入
し
た
」
と
語
っ
た

と
い
う
（
翌
日
の
新
聞
各
紙
の
記
事
か

ら
）。

　

目
前
に
迫
っ
た
焦
し
ょ
う

頭と
う

爛ら
ん

額が
く

な
ら
ぬ
焦

眉
の
危
機
に
、
必
死
で
生
活
し
て
い
る

庶
民
に
と
っ
て
、「
い
ま
」
の
日
本
に
と

っ
て
の
新
し
い
資
本
主
義
を
勉
強
し
た

い
と
い
う
《
こ
と
ば
》
は
、
新
年
早
々

の
地
震
で
壊
滅
し
た
カ
リ
ブ
海
の
某
島

の
首
長
の
コ
メ
ン
ト
に
似
た
も
の
を
思

わ
せ
た
。

　

注　

焦
頭
爛
額

　

�　

起
こ
り
う
る
事
故
を
未
然
に
指
摘

し
て
、
そ
の
予
防
策
を
提
案
し
た
が

聞
き
入
れ
て
は
貰
え
ず
、
実
際
に
事

故
が
起
き
て
頭
を
焦
が
し
額
を
た
だ

ら
せ
て
働
い
た
も
の
が
重
い
賞
を
受

け
た
状
況
を
言
う
言
葉
（
漢
書
「
霍か
く

光こ
う

伝
」）。

◇
中
央
区
内
の
取
引
所
（
市
場
）

　

は
な
し
は
一
転
す
る
。
江
戸
の
昔
か

ら
主
に
中
央
区
内
の
日
本
橋
地
区
を
中

心
に
、
多
彩
な
市
場
が
成
立
し
た
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
改
め
て
述
べ
て
ゆ
く
予

定
だ
が
、
こ
の
連
載
の
中
央
区
内
の
読

者
の
要
望
も
あ
っ
て
、
現
在
の
状
況
の

一
端
を
紹
介
す
る
。

　

そ
の
前
に
お
断
り
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
は
、
私
は
現
在
の
証
券
取
引
所

の
改
築
前
の
、
俗
に
「
兜
町
の
シ
マ
」

と
呼
ば
れ
た
建
物
お
よ
び
、
そ
の
取
引

状
況
や
、
業
務
内
容
の
説
明
な
ど
に
つ

い
て
は
前
後
二
回
に
わ
た
っ
て
、
非
常

に
懇
切
丁
寧
な
見
学
と
説
明
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
中
央
区
の
修

史
事
業
の
一
環
と
し
て
の
見
学
会
に
参

加
し
て
学
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、現
在
の
建
物
に
改
築
さ
れ
、

施
設
も
一
新
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
を

見
学
す
る
機
会
が
な
い
ま
ま
に
打
ち
す

ぎ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
現
在
の
I
T
機
器

に
あ
ふ
れ
た
こ
の
市
場
の
実
情
は
《
見

た
こ
と
も
聞
い
た
こ
と
も
な
い
》
な
い

た
め
、
残
念
な
が
ら
割
愛
す
る
ほ
か
は

な
い
。

　

と
く
に
平
成
二
十
二
（
2
0
1
0
）

年
の
一
月
四
日
の
大
発
会
を
機
会
に
、

い
ろ
い
ろ
と
問
題
の
あ
っ
た
I
T
機
器

の
、
と
い
う
よ
り
新
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
運
営
が
開
始
さ
れ
た
の
だ
が
、
目
下

の
と
こ
ろ
順
調
に
作
動
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

　

市
場
に
つ
い
て
《
初
歩
的
な
検
索
》

を
す
る
と
、
現
在
の
中
央
区
内
に
は
次

の
よ
う
な
施
設
が
あ
る
。

　

１　

証
券
業

　
　
　

�

大
阪
証
券
取
引
所
東
京
支
社

（
日
本
橋
茅
場
町
１
―
５
―
８
）

　
　
　

�

㈱
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
証
券
取
引
所

（
日
本
橋
茅
場
町
１
―
５
―
８
）

　
　
　

�

㈱
東
京
証
券
取
引
所
（
日
本
橋

兜
町
２
―
１
）

　

２　

国
内
商
品
先さ
き

物も
の

取
引
業

　
　
　

�

㈱
東
京
工
業
品
取
引
所
＝
略

称
・
東
工
取
（
日
本
橋
堀
留
町

１
―
10
―
７
所
在
）

　
　
　

�

㈱
東
京
穀
物
商
品
取
引
所
（
日

本
橋
蛎
殻
町
１
―
12
―
５
）

　

３　

生
鮮
食
品
取
引
業

　
　
　

�

東
京
都
中
央
卸
売
市
場
（
築
地

５
・
６
丁
目
）

　
　
　

�

魚
類
部
卸
売
市
場
・
青
果
部
卸

売
市
場
・
低
温
卸
売
市
場
・
築

地
場
外
市
場
な
ど
。

　
　
　

�
こ
の
ほ
か
港
区
に
食
肉
類
の
中

央
卸
売
市
場
、
芝
浦
に
日
本
食

肉
流
通
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

　

最
大
規
模
の
証
券
関
係
の
市
場
の
現

況
は
こ
こ
で
は
除
外
し
て
、「
国
内
商

品
」
の
取
引
所
の
現
況
の
一
部
を
簡
単

に
紹
介
す
る
と
、
前
記
の
東
工
取
を
含

め
て
全
国
に
４
商
品
取
引
所
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
の
東
工
取
の
売
買
高
は
09
年

末
現
在
で
、「
前
年
よ
り
30
％
減
少
。
以

下
、
中
部
大
阪
商
品
取
引
所
は
前
年
比

46
％
減
。
関
西
商
品
取
引
所
も
前
年
比

62
％
減
な
ど
と
、
09
年
の
売
買
高
は
六

年
連
続
で
大
幅
に
減
少
し
た
」（
以
上

『
日
本
経
済
新
聞
』
の
報
道
記
事
）。

　

東
京
穀
物
商
品
取
引
所
（
日
本
橋
蛎

殻
町
１
―
12
）
09
年
の
売
買
高
は
前
年

比
43
％
の
減
少
（
…
以
上
は
10
年
初
頭

現
在
の
状
況
）。

　

な
お
「
東
工
取
」
の
属
す
る
《
国
内

商
品
先さ
き

物も
の

取
引
業
》
の
属
す
る
「
先
物
」

と
は
、
国
語
辞
典
的
に
い
え
ば
「
将
来

一
定
の
時
期
に
受
け
渡
す
条
件
で
売
買

契
約
を
し
た
商
品
」
を
意
味
す
る
。

　

後
述
の
多
彩
な
商
品
の
ほ
か
に
、「
外

国
為
替
・
株
式
・
債
券
・
金
融
（
金
利
）

な
ど
を
取
引
す
る
先
物
市
場
も
あ
る
。

○�　

ま
た
「
主
要
相
場
」
を
形
成
す
る

た
め
の
市
場
と
し
て
、
東
京
工
業
品

取
引
所
を
始
め
と
す
る
取
引
所
で
毎

日
・
週
一
回
、
４
週
１
回
と
い
っ
た
サ

イ
ク
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
の
相
場
が
建
て

ら
れ
、一
般
に
は
翌
日
の
新
聞
に
報
道
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さ
れ
る
。
以
下
は
『
日
本
経
済
新
聞
』

に
掲
載
さ
れ
た
「
主
要
相
場
」
の
上

場
品
目
で
あ
る
。
現
況
は
「
日
経
商

品
指
数
」
の
対
象
は
17
種
お
よ
び
主

要
商
品
指
数
が
報
道
さ
れ
る
品
目
は

42
種
に
お
よ
ぶ
。
価
格
の
基
準
は

1
9
7
0
年
平
均
＝
1
0
0
と
し
て

い
る
。
そ
の
品
目
と
市
場
開
催
の
サ

イ
ク
ル
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○�　

デ
ィ
リ
ー
開
場
は
９
品
目
で
、
毎

週
各
日
「
石
油
、
貴
金
属
地
金
、
非

鉄
地
金
、
半
導
体
ス
ポ
ッ
ト
、
鋼
材
、

天
然
ゴ
ム
、
繊
維
、
砂
糖
、
小
豆
・

大
豆
」
の
相
場
が
立
つ
。

○�　

ウ
ィ
ク
リ
ー
開
場
は
、
月
曜
日
が

「
コ
メ
、
合
板
、
海
上
運
賃
」。
火
曜

日
は
「
半
導
体
、
中
国
製
綿
布
、
飼
・

肥
料
」。
水
曜
日
が
「
合
繊
維
物
、
古

紙
、
油
脂
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
」。
木
曜

日
が
「
伸
銅
品
、
非
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

絹
織
物
」。
金
曜
日
は
「
黒
糖
・
砂
糖

小
袋
、
石
油
製
品
、
糖
化
製
品
」
な

ど
。

○�　

マ
ン
ス
リ
ー
（
４
週
１
回
開
場
）

は
月
曜
日
が
「
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
、
ス

パ
イ
ス
」
／
「
住
宅
用
断
熱
材
、
合

繊
原
料
、
大
径
角
形
鋼
管
」
／
「
基

礎
石
油
化
学
品
、
倉
庫
保
管
業
」
な

ど
。

　

�　

火
曜
日
が
「
工
業
薬
品
」
／
「
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
石
こ
う
ボ
ー
ド
、

電
線
」
／
「
合
繊
織
物
、
古
紙
、
油

脂
」
／
「
リ
ー
ド
フ
レ
ー
ム
材
、
輸

入
鋼
材
、
セ
メ
ン
ト
、
製
菓
材
料
、

顔
料
、
ト
ラ
ッ
ク
運
賃
」
／
「
染
料
、

ス
ケ
ソ
ウ
す
り
身
、
石
油
ガ
ス

（
L
P
G
）」。

　

�　

水
曜
日
が「
合
成
樹
脂
二
次
製
品
、

レ
ア
メ
タ
ル
、
炭
素
繊
維
」
／
「
ア

ル
ミ
二
次
合
金
・
圧
延
品
、
白
金
属

地
金
、
合
成
ゴ
ム
、
製
紙
用
パ
ル
プ
、

綿
コ
ー
マ
ー
糸
」
／
「
玄
ソ
バ
、
乾

物
、
ゴ
マ
」
／
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ

イ
ル
、
板
紙
、
コ
ー
ヒ
ー
、
フ
ェ
ロ

ア
ロ
イ
」
／
「
合
成
樹
脂
、
段
ボ
ー

ル
シ
ー
ト
、
乳
製
品
」。

　

�　

木
曜
日
が「
家
庭
紙
、ブ
ロ
イ
ラ
ー

部
分
肉
、
人
材
派
遣
」
／
「
合
繊
長

繊
維
、
輸
入
毛
糸
、
合
繊
紡
績
糸
、

国
際
航
空
貨
物
運
賃
」
／
「
特
殊
鋼
、

輸
入
綿
糸
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
賃
貸

料
」。
金
曜
日
は「
液
卵
、塗
料
、飼
・

肥
料
製
品
」
／
「
木
材
、
情
報
用

紙
」
／
「
石
油
化
学
原
料
、
液
晶
表

示
装
置
」
／
「
洋
紙
」
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
の
例
と
し
て
は
原
木
市
場

は
全
国
に
21
箇
所
あ
る
と
い
う
状
況
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
商
品
の
羅
列
を
眺

め
る
と
、1
3
4
号
で
取
り
上
げ
た「
日

本
の
官
市
」
の
項
で
み
た
よ
う
な
、
古

代
か
ら
律
令
制
度
時
代
の
「
京
」
の
東
・

西
市
で
取
り
あ
つ
か
っ
た
品
目
名
を
連

想
さ
せ
る
か
ら
妙
で
あ
る
。

◇
多
彩
な
商
品

　

こ
れ
ら
の
商
品
を
上
場
す
る
企
業
の

「
産
業
別
」
を
み
る
と
、
現
在
で
は
す
っ

か
り
陳
腐
化
し
た
感
の
あ
る
統
計
上
の

用
語
で
あ
る
「
産
業
別
分
類
」
で
は
、

第
一
次
産
業
か
ら
第
三
次
産
業
に
い
た

る
分
類
を
横
断
的
に
網
羅
し
て
い
る
。

　

こ
こ
ろ
み
に
①
の
デ
ィ
リ
ー
開
場
分

の
品
目
を
《
強
い
て
》「
産
業
別
」
に
見

た
場
合
に
は
、
第
一
次
産
業
分
は
「
天

然
ゴ
ム
、
砂
糖
、
小
豆
・
大
豆
」。
第
二

次
産
業
で
は
鉱
業
関
連
の
「
石
油
、
貴

金
属
地
金
、
非
鉄
地
金
」、
製
鉄
業
関
連

の
「
鋼
材
」、
繊
維
産
業
関
連
の
「
繊

維
」、「
半
導
体
ス
ポ
ッ
ト
」
に
分
け
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
し
ろ
う
と
の
私
の
古

典
的
分
類
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
れ
を
証
券
市
場
の
分
類
で
見
る

と
、「
水
産
・
農
林
」、「
鉱
業
」、「
食

品
」、「
繊
維
」
と
「
石
油
・
石
炭
製
品
」、

「
ゴ
ム
製
品
」、「
鉄
鋼
」、「
非
鉄
金
属
」、

「
電
気
機
器
」
と
い
う
分
類
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
商
品
市
場
の
品
目
の
分

類
と
証
券
市
場
の
分
類
の
仕
方
の
あ
い

だ
に
は
、
大
分
隔
た
り
が
あ
る
が
、
そ

れ
す
ら
多
分
に
流
動
的
で
さ
え
あ
る
。

　

個
人
の
日
常
生
活
に
関
連
の
深
い

「
紙
」
の
関
連
商
品
に
限
っ
て
も
、
証
券

市
場
で
は
「
パ
ル
プ
・
紙
」
で
一
括
さ

れ
て
い
る
が
、
商
品
市
場
で
は
ウ
ィ
ク

リ
ー
（
水
曜
日
）
市
場
で
の
「
古
紙
」、

マ
ン
ス
リ
ー
市
場
で
は
「
製
紙
用
パ
ル

プ
」、「
板
紙
」、「
段
ボ
ー
ル
」、「
家
庭

紙
」、「
情
報
用
紙
」、「
洋
紙
」
と
賑
や

か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
品
目
を
見
る
と

《
毎
度
お
な
じ
み
の
ち
り
紙
交
換
》の
商

品
で
あ
る
「
古
紙
」、
誰
で
も
が
毎
日
使

う
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
で
あ
る
「
家

庭
紙
」、
オ
フ
ィ
ス
に
充
満
す
る
「
情
報

用
紙
」
な
ど
が
目
に
浮
か
ぶ
。
多
様
な

流
通
物
資
の
容
器
の
主
力
で
あ
る
「
段

ボ
ー
ル
」、「
板
紙
」
も
目
に
付
く
。

　

こ
れ
ら
の
上
場
品
目
は
激
し
い
社
会

状
況
の
変
化
に
応
じ
て
変
化
し
て
ゆ
く

の
で
あ
ろ
う
が
、
日
常
の
市
況
の
変
動

と
は
別
の
関
心
で
見
守
っ
て
い
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
が
想
像
さ
れ
て
興

味
は
尽
き
な
い
。

（
鈴
木
理
生
）


